
第 20号
令和元年12月

農業委員会だより

せいろう

　本三賀　藤井農園さんの長芋（ながいも）の収穫作業の様子。重機を使って豪快に行います。
　長芋が埋まっている箇所の少し脇を重機で一気に掘り返し、土の中の芋を壁を削るように一
本ずつ手作業で収穫します。



第　20　号 農業委員会だより 令和元年12月

〔 2 〕

農業委員　主な役割：①農地法に基づく許認可　②地域農業振興の推進　③農業者の公的代表組織
農地利用最適化推進委員　主な役割：①担い手への農地利用の集積・集約化　②遊休農地の発生防止・解消　③新規参入の促進

地 区

四ッ屋
道賀新田
上大谷内
真野、丸潟
桃山、山倉

中の橋
本諏訪山
山諏訪山
本大夫
山大夫
本三賀

山三賀
二本松
外畑、正庵
別條、八幡

蓮野
杉谷内
甚兵衛橋

藤寄
大夫興野

苔沼
聖中ケ丘
蓮潟
蓮潟新田

網代浜 亀塚
次第浜

担当農業
委員

（℡）

神田 　勝
27-4566

栗原 一成
27-5259

駒沢 一男
27-4650

新保 昇英
27-2083

新保 要一
27-4475

新保 　勇
27-4138

加藤百合子
27-8512

八幡 　裕
27-4083

曽根 善治
27-4708

宮下 吉勝
27-1159

担当農地利
用最適化推
進委員（℡）

宮野 公之
27-4467

岩渕 せん
27-4324

新保 昭治
27-4072

曽根 健一
27-4848

齋藤 直樹
27-7587

高崎 信暁
32-5478

�

聖
籠
町
農
業
委
員
会
会
長　

駒
澤
　
一
男

　

今
年
４
月
よ
り
第
24
期
農
業
委
員
会

会
長
に
な
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
我
々
の
仕
事
は
遊
休
農
地

の
解
消
、
農
地
法
の
許
認
可
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
推
進
、
町
に
対
す
る
農
業

施
策
の
意
見
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
が
、

農
業
委
員
10
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
6
名
共
に
力
を
合
わ
せ
、
農
家

の
皆
様
や
各
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
聖
籠
町
農
業
発
展
の
た
め
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
24
期

農
業
委
員
会
活
動

地区担当の委員が
農地、農業等に関するご相談に応じます

合
同
視
察
研
修
に
参
加
し
て

�

認
定
農
業
者
会
会
長　

吉
田
　
敏
之

　

8
月
30
日
、
富
山
県
射
水
市
い
み
ず
野
農
協
へ
、

平
成
30
年
5
月
に
設
立
さ
れ
た
も
み
殻
循
環
施
設
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。
施
設
で
は
、
も
み
殻
を
専
用

焼
却
炉
で
温
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
燃
焼
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
シ
リ
カ
灰
と
い
う
ケ
イ
酸
肥
料
を
抽
出

し
、
焼
却
の
際
に
発
生
し
た
排
熱
を
、
隣
接
す
る
イ

チ
ゴ
ハ
ウ
ス
の
暖
房
に
使
用
す
る
と
い
う
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
肥
料
に
つ
い

て
は
、
製
品
化
を
計
画
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
収

益
ベ
ー
ス
で
の
検
証
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
町
で
は
近
年
、
離
農
者
が
増
加
し
担

い
手
へ
の
農
地
の
集
積
が
進
む
一
方
、
担
い
手
は
増

大
す
る
も
み
殻
の
処

理
に
苦
慮
し
て
い
る

状
況
の
た
め
、
い
み

ず
野
農
協
の
取
り
組

み
を
参
考
に
、
も
み

殻
処
理
を
事
業
化
で

き
る
よ
う
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。



第　20　号 農業委員会だより 令和元年12月

〔 3 〕

�

農
業
委
員　
　
　

�

新
保
　
要
一

�

山
三
賀

　

こ
の
度
、
多
く
の
方
々
か
ら
御
支
援

を
い
た
だ
き
農
業
委
員
の
任
に
就
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
、
安
倍
政
権
の
も
と
農
業
（
農
業

委
員
会
）
と
農
協
が
、
規
制
改
革
で
激

動
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
他
の

農
業
委
員
、
推
進
委
員
と
力
を
合
わ
せ

て
、
農
業
委
員
会
の
使
命
を
全
う
し
、

後
継
者
の
育
成
・
地
域
農
業
の
振
興
を

目
指
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

�

農
業
委
員　
　
　

�

栗
原
　
一
成

�

本
諏
訪
山

　

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
の

増
加
、
高
齢
化
と
離
農
が
急
速
に
進
む

中
、担
い
手
及
び
新
規
就
農
者
の
確
保
、

地
域
農
業
を
け
ん
引
す
る
競
争
力
の
高

い
経
営
体
の
育
成
が
必
要
で
す
。
農
地

利
用
の
最
適
化
に
努
め
る
と
共
に
農
業

の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
、
皆
様
方
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

�

農
業
委
員　
　
　

�

八
幡
　
裕

�

大
夫
興
野

　

こ
の
４
月
か
ら
農
業
委
員
に
な
り
ま

し
た
。
担
当
地
区
は
大
夫
興
野
・
藤
寄

地
区
に
な
り
ま
す
が
、
当
地
区
で
は
後

継
者
不
足
の
中
、
今
後
の
農
地
を
守
る

た
め
ほ
場
整
備
事
業
の
実
施
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
本
事
業
の
実
現
に
向
け

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
、
地
区

の
ほ
場
整
備
委
員
会
長
で
あ
る
新
保
昭

治
さ
ん
と
共
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
農
業
委
員　
　
　

�
神
田
　
勝

�
丸
潟

　

こ
の
度
、
第
24
期
農
業
委
員
と
し
て

働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
担
い
手
の
確
保
に
向
け
、

遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り
組
み
、
ほ
場

の
区
画
整
備
を
進
め
、
稼
働
率
を
上
げ

て
作
業
で
き
る
農
業
と
な
る
よ
う
皆
様

と
協
力
し
、
国
の
基
幹
で
も
あ
る
大
切

な
農
地
を
守
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ご
指
導
を
含
め
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

推
進
委
員　
　
　

�

岩
渕
　
せ
ん

�

二
本
松

　

推
進
委
員
に
な
り
、
半
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
日
々
勉
強
中
で
す
。
推
進
委

員
の
主
な
役
割
は
、
農
地
の
有
効
利
用

の
意
義
・
重
要
性
を
地
域
に
伝
え
る
こ

と
、農
地
の
遊
休
化
を
防
止
す
る
こ
と
、

新
規
参
入
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。
私

の
場
合
は
逆
に
地
域
の
人
に
教
わ
る
事

の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

推
進
委
員　
　
　

�

齋
藤
　
直
樹

�

網
代
浜

　

こ
の
度
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
な
り
ま
し
た
。
担
当
地
区
は
網
代

浜
に
な
り
ま
す
。
地
域
に
増
え
る
遊
休

農
地
の
解
消
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
・
集
約
化
、
新
規
就
農
者
の
支
援
等
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
農

業
委
員
と
連
携
し
て
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

�

推
進
委
員　
　
　

�

曽
根
　
健
一

�

蓮
潟

　

平
成
31
年
4
月
か
ら
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
な
り
ま
し
た
。
担
当

地
域
は
蓮
潟
で
す
。
近
年
増
加
傾
向
に

あ
る
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

農
地
の
集
積
・
集
約
、
農
業
や
農
地
に

関
す
る
相
談
等
、
農
業
委
員
と
協
力
し

な
が
ら
問
題
解
消
に
向
け
て
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

推
進
委
員　
　
　

�

宮
野
　
公
之

�

山
三
賀

　

４
月
か
ら
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
な
り
ま
し
た
。
担
当
地
区
は
中
ノ

橋
、
諏
訪
山
、
大
夫
地
区
と
な
り
ま

す
。
遊
休
農
地
の
解
消
や
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
、
新
規
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト

等
、
委
員
と
し
て
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
担
当
地
区
以
外
に
も
農

業
、
農
地
の
ご
相
談
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

第
24
期
農
業
委
員
会
　
新
規
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。
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先
進
地
視
察
研
修（
宮
城
県
柴
田
町
）

�

会
長
職
務
代
理　

新
保
　
昇
英

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
は
11
月
６
日
に
宮
城

県
柴
田
町
へ
先
進
地
視
察
研
修
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

柴
田
町
は
、
現
在
聖
籠
町
内
７
地
区
で
進

め
て
い
る
ほ
場
整
備
事
業
に
、
平
成
25
年
か

ら
取
り
組
ん
だ
町
で
す
。

　

そ
の
地
区
の
一
つ
で
あ
る
葉
坂
地
区
は
、

平
成
29
年
12
月
に
農
家
85
戸
の
う
ち
21
戸
で

農
事
組
合
法
人「
葉
坂
希
望
の
郷
」を
立
ち
上

げ
、
49 

ha
の
農
地
を
中
間
管
理
機
構
へ
一
括

し
て
貸
付
け
、
農
地
整
備
を
計
画
し
、
平
成

30
年
4
月
に
事
業
採
択
と
な
っ
た
地
区
で
す
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
に
苦
労
し
た
こ
と
と
し

て
、
推
進
委
員
の
青
柳
さ
ん
は
農
地
中
間
管

理
機
構
の
活
用
の
際
、
未
相
続
農
地
が
17
件

あ
り
、
地
権
者
に
何
度
も
説
得
に
あ
た
る
な

ど
、
厳
し
い
局
面
も
あ
っ
た
と
話
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

葉
坂
地
区
の

工
事
は
令
和
６

年
３
月
に
完
成

の
見
込
み
で
、

ほ
場
整
備
と
法

人
化
、
園
芸
拡

大
の
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
で
、

将
来
、
若
者
た

ち
が
参
入
し
や

す
い
農
業
、
農

村
づ
く
り
を
行

い
た
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

11月8日に
農業委員会が意見書を町長と町議会に提出しました。

意　見　書  （概 要）
１　持続可能な農業へ向けて

　高齢化等により担い手と言われる農業者が減少していくなか、農業者が安定した農業経営を持続さ
せるには、農地利用の最適化の推進および農業用施設整備や組織育成など様々な支援策が重要である
ため、今後も関係機関・団体と連携を図りながら、持続可能な農業の確立に向けた支援策を講じられ
るようお願いします。

２　担い手への農地の集積・集約化について
　農業経営の規模拡大を図るためには、耕作の事業に供される農地等の集団化を図り効率的に耕作で
きるようにする必要があるため、農地中間管理事業の活用、地域の話合い（人・農地プランの実質化
に向けた取り組み等）、基盤整備事業の活用などにより、担い手への集積・集約が図られるよう取り
組まれることをお願いします。

３　耕作放棄地の発生防止・解消について
　高齢化等による労働力の不足や土地条件が悪いことなど様々な要因による耕作放棄地が増加してお
り、農業委員会による耕作者への指導のみでは限界も感じられることから、耕作放棄地の解消対策と
して基盤整備の推進や遊休農地対策事業補助金の拡充など具体的な施策を講じられるようお願いしま
す。

４　農業委員会の体制について
　改正農地中間管理事業関連法において、農業委員会は人・農地プランの実質化に主体的に取り組む
ことが明文化されました。また、町内各地域で話し合いが続けられている基盤整備事業についても、
農業委員会には膨大な事務遂行が予測されているところです。つきましては、農業委員会事務局の様々
な業務に対応するための体制整備及びそれに伴う適切な職員配置を引き続き講じられるようお願いし
ます。

※ 意見書全文は農業委員会事務局で閲覧できます。
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聖籠町賃借料情報は下記のとおりです。
　平成 31 年 1 月から令和元年 12 月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ
当たり）は、以下のとおりとなっております。
１．田（水稲）の部　� ※

締結（公告）された地域 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） 筆数 使用貸借（筆数）

30a～100a区画のほ場整備完了地 21,300 23,000 17,500 58 0

ほ場整備完了地除く全域 21,000 25,000 14,300 909 63

ビニール水田 19,200 21,000 10,000 21 0

　　　（参考）聖籠町平均 21,000 ― ― ― ―

２．畑の部
区　　　分 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） 筆数 使用貸借（筆数）

普通畑 町内全域（普通作物） 5,700 12,000 1,000 36 53

特殊畑 町内全域（果樹等） 15,800 30,000 5,000 6 5
※ 使用貸借とは無償の貸借です。（ただし、維持管理費等の負担を除く）

新

規

就

農

者

紹

介

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

新
保
　
秀
満

�

杉
谷
内

　

就
農
し
て
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
私
の

作
っ
て
い
る
作
物
は
イ
チ
ゴ
と
水
稲
と
ネ
ギ

で
す
。
イ
チ
ゴ
と
水
稲
は
家
で
元
々
作
っ
て

い
た
の
で
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
ネ
ギ
は
新
規

で
導
入
し
ま
し
た
。

　

就
農
前
に
農
業
研
修
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
研
修
が
終
わ
り
実
際
に
農
業
を
し
て
み

る
と
、
各
作
物
の
作
業
調
整
・
段
取
り
が
全

然
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の
年
は
作
業
期

間
を
ず
ら
し
て
み
た
り
、
無
駄
な
作
業
を
減

ら
し
た
り
し
て
前
の
年
よ
り
は
楽
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
無
駄
な
作
業
を
減
ら
し
て
生
産
コ

ス
ト
を
下
げ
て
い
け
る
よ
う
、
先
輩
方
の
話

を
よ
く
聞
き
、
上
手
に
農
業
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

坂
上
　
正
俊

�

二
本
松

　

私
は
若
い
頃
、
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
を
目
指

し
て
い
て
、
新
潟
県
内
の
大
会
で
は
何
度
か

優
勝
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
プ

ロ
に
な
っ
て
も
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
道
を
あ
き
ら
め

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
型
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
運
転

手
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
農
業

が
や
り
た
く
な
り
、
会
社
を
辞
め
て
平
成
30

年
に
就
農
し
ま
し
た
。
親
が
作
っ
て
い
た
ぶ

ど
う
を
継
が
せ
て
も
ら
い
、
坂
正
農
園
と
い

う
ぶ
ど
う
園
を
や
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

方
々
は
と
て
も
優
し
く
、
と
て
も
良
く
し
て

く
れ
て
い
る
の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
な
い
で
す

が
、
ず
っ
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
私
に

と
っ
て
、
今
は
と
て
も
楽
し
い
環
境
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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�
農
政
部
長　

宮
下
　
吉
勝

　

今
後
本
格
化
す
る
少
子
高
齢
化
に
よ

り
国
の
年
金
制
度
は
厳
し
い
状
況
で

す
。

　

農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
る
農
業
者

年
金
は
、
会
社
員
並
の
年
金
と
な
る
よ

う
国
民
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
年
金

で
す
。
農
業
者
に
と
っ
て
終
身
年
金
で

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。（
下
図
参
照
）。

　

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
で
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、

60
歳
未
満
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
２
万
円

か
ら
６
万
７
千
円
ま
で
加
入
者
が
選
択

で
き
、
保
険
料
の
額
は
い
つ
で
も
見
直

し
が
可
能
で
、
積
立
方
式
確
定
拠
出
型

の
年
金
で
す
。

　

税
制
面
で
も
大
き
な
優
遇
措
置
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
で

�
生
涯
所
得
の
確
保
を

�

平
成
31
年
1
月
～
令
和
元
年
12
月

1
月
18
日　

認
定
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会

1
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会

2
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会

3
月
5
日　

郡
市
連
絡
協
議
会
農
業
委
員
研
修
会

�

（
聖
籠
町
）

3
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

4
月
1
日　

農
業
委
員
会
総
会
・
委
員
任
命
式

4
月
11
日
～
12
日　

全
国
情
報
会
議
（
東
京
都
）

4
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

5
月
24
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会

5
月
27
日
～
28
日　

全
国
農
業
委
員
会
長
大
会
（
東
京
都
）

6
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

7
月
10
日　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

7
月
11
日　

地
域
別
農
業
委
員
会
研
修
会

�

（
新
潟
市
西
蒲
区
）

7
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会

8
月
21
日
～
9
月
5
日　

全
農
地
利
用
状
況
調
査

8
月
26
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

8
月
26
日　

農
業
者
年
金
加
入
推
進
研
修
会

9
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

10
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

11
月
6
日
～
7
日　

農
地
利
用
集
積
視
察
研
修

�

（
宮
城
県
柴
田
町
）

11
月
8
日　

意
見
書
提
出
（
町
長
・
議
長
）

11
月
19
日　

新
潟
県
農
業
委
員
会
大
会
（
長
岡
市
）

11
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会

11
月
27
日　

新
発
田
地
域
農
業
振
興
大
会
（
聖
籠
町
）

11
月
27
日　

農
業
者
年
金
加
入
推
進
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
都
）

11
月
28
日　

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
・
国
会

議
員
要
請
（
東
京
都
）

12
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

農
業
委
員
会
の
主
な
動
き

農業者年金に加入して豊かな老後を！
〜加入用件は３つ、メリットは６つ〜

加入用件
①国民年金第１号被保険者
②年間60日以上農業に従事する方
③20歳以上60歳未満の方

メリット
①積立方式で安全
②加入・脱退も自由
③保険料は全額社会保険料控除
④保険料はいつでも変更可
⑤農業の担い手には保険料を国が

補助
⑥終身年金80歳までの死亡一時金

あり

国民年金の支給額は
年額156万円

農業者の皆さんが加入して
いる国民年金は、40年加
入、納付した場合、夫婦二
人で月額約 13万円です。

（平成30年度の老齢基礎年金の満額
参照）

老後の家計費現金支出は
年額288万円

高齢農家世帯（世帯主が
65歳以上の夫婦２人）の
家計費は、現金支出で月額
約24万円です。

（平均28年総務省家計調査を基に推
計）

それに
対して

お問い合わせは
聖籠町農業委員会（聖籠町役場１階）　聖籠町大字諏訪山1635-4   　℡ 0254-27-1964
ＪＡ北越後営農センター　　　　　　　新発田市島潟字弁天1449-1　℡ 0254-26-7000

年額１３２万円のマイナスをどうしますか？

ぜひ農業者年金をご検討ください!
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農
業
委
員
会
で
は
、
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
守
る
た
め
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
町
内
の

違
反
転
用
、
耕
作
放
棄
地
の
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
を
７
月
に
実
施
し
、
８
月
下
旬

か
ら
９
月
上
旬
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
が
担
当
す
る
地
区
を
一
筆
ご
と
に
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
月
の
定
例
総

会
時
に
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
報
告
書

を
提
出
し
、
違
反
転
用
、
耕
作
放
棄
地

の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地

と
判
断
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
に
遊
休
農
地
の
位
置
図
と
利
用
意

向
調
査
と
い
う
文
書
を
送
付
し
、
解
消

に
向
け
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
に
は
遊
休
農
地
を
解
消
し
、

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
遊
休
農
地
対

策
事
業
補
助
金
と
い
う
制
度
（
下
図
参

照
）
も
あ
る
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
農

業
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

わ
か
り
き
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
農
地
は
荒
れ
て
か
ら
で
は
元
に
戻

す
の
が
大
変
で
す
。
そ
う
な
る
前
に
日

頃
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

農
地
部
長　

曽
根
　
善
治

遊
休
農
地
の
解
消
へ

◆　補 助 内 容　◆
対　象　者 対　象　経　費 補　助　金　額

①遊休農地を新規に取得又は
賃借して耕作する者

②地区協議会（農家組合単位
で組織し、遊休農地所有者
を含む３戸以上を構成員と
する協議会）

遊休農地を解消、再生利用する活動
に要する経費
（障害物撤去、抜根、草刈、耕うん
等による環境整備）
※土地改良に要する経費は除く

補助対象経費の３分の２と
する。
（１回限り）

上記②の地区協議会

上記で整備した遊休農地の保全管理
に要する経費
（景観作物作付け活動又は耕うん、
草刈等による保全管理）

補助対象経費の３分の２と
する。
（１年に１回まで、２年の活
用を上限とする。１回分限
度額２万円 /10a 以内）

◎ 詳しくは産業観光課・農業委員会（☎ 27-2111）へお問合わせください。

農作業事故の防止に心がけましょう

農業機械による公道への汚れ防止に心がけましょう

堆肥による迷惑臭の防止に心がけましょう

遊休農地の再生利用を応援します！

遊休農地対策事業補助金
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私
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
を
き
っ
か
け
に
そ
れ
ま
で
生
活
し
て

い
た
関
東
か
ら
夫
の
地
元
で
あ
る
こ
の

聖
籠
町
へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　

夫
が
代
々
か
ら
の
農
地
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
就
農
し
、
私
も
そ
れ
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
思
い
、
農
業
の
お
手
伝
い

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
夫
も
私
も
全

く
の
未
経
験
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
周
り
の
先
輩
や
集

落
の
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
教
わ
り
農

地
も
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
さ

く
ら
ん
ぼ
80
ａ
の
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
夫
が
農
業
仲
間
と
梨
の
栽
培
を
始

め
、
経
営
の
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

果
樹
栽
培
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
ま
だ
ま
だ
安
定
し
た
経
営
と

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
同
じ
世
代
の
マ
マ

さ
ん
達
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
い
楽
し
く

農
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
生
懸
命
手
を
掛
け
た
果
物
を
美
味

し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
す
ご

く
嬉
し
く
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
よ
り

多
く
の
方
に
美
味
し
い
果
物
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
女
性
の
目
線
か
ら
販
売
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◆ 

編
集・発
行　
聖
籠
町
農
業
委
員
会　
〒
９
５
７
‐
０
１
９
２　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
聖
籠
町
大
字
諏
訪
山
１
６
３
５
番
地
４　
☎
（
０
２
５
４
）
２
７
‐
２
１
１
１　
（
印
刷　
天
野
印
刷
）

あ がと き
　あまりクローズアップされていないと思いますが、農作業事故について時折、耳にすること
があります。安全な農作業を願いその実態について調べてみました。
　農作業死亡事故については、全国で毎年 300 件を超えており、危険度の高い作業が多い建
設業と比べて就業割合で２倍、全産業平均の９倍と突出しています。また、農作業による事故
は年間７万件程度発生しているのではないかと JA 共済連では推測しています。
　死亡事故を年齢別に見ると、65 歳以上の高齢者によるものが、８割以上を占め、年齢によ
る判断能力の衰え等によるものと見られています。農機具別ではトラクター使用中の転倒、転
落によるものが一番多く、次に農業用トラック等の運搬車となっています。
　このように、農業は他産業より危険な面も多いため、たとえ慣れた作業でも基本操作をもと
に慎重に機械を取り扱い、来年も事故防止に努めていただきたいと思います。
� 広報委員　八幡　裕

農地転用とは農地に住宅を建てたり、資材置場にするなど、
農地を農地以外の目的で使用することです。
違反転用者には懲役・罰金が科せられる可能性があります。
農地転用の際は必ず農業委員会へ事前相談をしてください。

自分の農地でも農地転用に
許可がいること、ご存知ですか？

全国農業新聞
　農業委員会のネットワークが
発行する農業専門紙です。
★週刊金曜日発行　月700円
★申込：農業委員会事務局又は
　　　　農業委員・推進委員
★連絡先：２７－１９６４

が
ん
ば
っ
て
い
る

農
業
者

�

宮
野
　
亜
矢
子

�

山
三
賀


